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１ 経営戦略策定・改定の趣旨 

（１） 経営戦略の趣旨 

本宮市は平成１９年１月に旧本宮町と旧白沢村との合併により誕生しました。 

公共下水道事業は、昭和５０年に郡山市、須賀川市、鏡石町、矢吹町、旧本宮町

の２市３町により阿武隈川上流流域下水道（県中処理区）を形成し、昭和５１年に

事業に着手し、昭和６３年に供用を開始しており現在も整備を行っています。 

平成２８年度末まで農業集落排水事業を実施していましたが、現在は公共下水道

に接続して管理され、農業集落排水事業は廃止となりました。公共下水道事業及び

農業集落排水事業ともに旧本宮町での事業で、旧白沢村では下水道事業は行われて

いません。 

令和６年１月１日時点の住民基本台帳人口は、２９，９３４人となっています。 

令和５年度末現在の整備状況は、区域内人口１５，０２６人、接続人口１４，７

５５人、接続率９８．２０％、認可計画（排水区域面積）５６２．３ha、整備面積

（処理区域面積）５５０．８ha、進捗率９８．００％となっています。 

下水道は、汚水処理による生活環境改善、降雨時の浸水被害軽減及び水質保全等、

市民生活に不可欠な都市基盤です。近年、集中豪雨対応や持続可能な循環型社会の

構築等、下水道事業の役割は年々増してきております。 

こうした中、下水道施設の老朽化は確実に進んでおり、維持管理や改築・更新の

マネジメントを強化する必要があります。 

この経営戦略は下水道経営の効率化・健全化に取り組むことにより、持続可能な

事業経営を推進するために策定するものです。  

本市公共下水道事業は令和元年度より地方公営企業法を適用（法適）し、会計を

企業会計へ移行ました。この度の改定は、経営基盤強化・財政マネジメント向上の

ため改定を行うものです。 

（２）経営の位置づけ 

本宮市第２次総合計画（２０１９年度～２０２８年度）において、「『笑顔』あふ

れる『人』と『地域』が輝くまち もとみや」を目指すべき将来像と定めました。 

次いで、基本目標として、「自然と人の暮らしが調和する 安全・安心で快適なま

ち」を設定しました。本宮市公共下水道事業経営戦略は、その施策別目標である「安

心・安全・快適に豊かな水と人の暮らしが共存しているまち」を実現する、上下水

道・雨水排水路基本施策の行動計画として位置づけられています。 

（３）計画期間 

経営戦略で求められている計画期間は１０年以上を基本としていることから、今

回の経営戦略改定にあたっては令和６年度から令和１５年度の１０年間とします。 

ただし、事業の進捗状況及び社会情勢が、著しく計画とかけ離れる場合には、随

時見直すことを前提とします。 
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２ 下水道事業の概要 

（１）下水道の役割 

①汚水の排除 

生活するうえで生じる排水等を速やかに排除し、悪臭・害虫の発生や感染症を予

防するとともに、トイレの水洗化により衛生的かつ快適な生活環境を確保します。 

②雨水の排除 

下水道を通じて、雨水を河川等に速やかに排除し、また貯留・浸透させることに

より浸水被害を軽減させます。近年、集中豪雨の頻発や都市化による雨水浸透機能

の低下により、雨水流出が増加し下水道整備の必要性が増しております。 

③水質保全 

下水道を通じて、生活排水や工場排水等の汚水を処理場に集めて処理することに

より、河川等の水質を保全します。 

（２）施設の状況 

公共下水道事業は国土交通省所管の事業で、主に市街地における下水を処理する

ため、地方公共団体が管理する下水道事業です。本市では、阿武隈川上流流域下水

道関連事業として福島県県中浄化センターに接続し、汚水等を処理しています。関

連する施設として雨水ポンプ場（９施設：①立石、②高木、③舘町、④万世、⑤戸

崎、⑥東町、⑦東町裏、⑧太郎丸、⑨千代田）、汚水ポンプ場（１施設：本宮第３中

継ポンプ場）があります。 

 

（３）合併処理浄化槽事業 

合併処理浄化槽事業は、厚生労働省所管の事業で、下水道のない地域で、し尿や

生活雑排水等の汚水を浄化し、環境負荷を少なくして河川等に放出する施設です。

本市では、新たに合併処理浄化槽を設置する場合などに補助金を交付しています。 

 

 

 

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

法適
(全部適用)

昭和63年
供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無27.0人/ha

1
(福島県県中浄化センター)

有り
(福島県県中浄化センター)

処 理 区 数
1

(旧本宮町内)

広域化・共同化・最適化
実施状況

広域連携については、近隣自治体との施設共同利用について意見を交わすなど、経費削
減につながる広域連携のあり方について検討・協議を重ねている。

処 理 区 域 内 人 口 密 度

処 理 場 数
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（４）下水道使用料の概要・考え方 

下水道事業の経営に要する経費の負担区分には、「雨水公費・汚水私費」の原則が

あります。 

「雨水公費」とは、雨は自然現象であり、雨水を排除する受益は広く及ぶことか

らその費用は「公費」（税金）で負担するという考え方です。 

一方、「汚水私費」とは、汚水は日常生活や生産活動等により生じることから、汚

水を処理する受益は「私費」（受益者の対価である下水道使用料）で負担するという

考え方です。 

下水道事業が独立採算制によって運営するためには、必要経費を適正に原価に反

映させて料金を設定し、それを確実に徴収することが必須です。 

また、下水道使用料は原価を賄うだけでなく、資本維持費（将来の施設改良・整

備及び企業債償還金等の資本的支出に充てられる経費）も確保する必要があります。 

さらに、持続可能な経営を続けるためには、経営基盤強化のため、定期的な料金

の見直しによる使用料適正化も欠かせません。 

本市の下水道使用料は、水道使用水量、営業費用（人件費、動力費、減価償却費、

修繕費）及び資本費用（支払元金等）に基づき、使用料収入が等しくなるように下

水道使用料を設定する総括原価方式により算定を行っております。用途別（一般家

庭用・業務用・その他）には分けずに、一般用として、基本使用料を定めた累進使

用料制を採用しています。 

なお、本市の下水道使用料は、平成１５年４月１日の改定（平均２０．０％の改

定）以来、現行の使用料で運営しております。 

使用水量２０㎥あたりの条例上の使用料及び実質的な使用料の過去３年度分の推

移は以下のとおりです。 

 

＊1 条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。（１か月） 

＊2 実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じた

ものをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

2,950 円 3,345 円

2,950 円 3,338 円

2,950 円 3,349 円

令和４年度 令和４年度

令和５年度 令和５年度

実 質 的 な 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和３年度条 例 上 の 使 用 料 *1
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和３年度
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（５）組織 

令和６年４月１日現在、本市上下水道事業の組織体制は以下のとおりです。 

【令和６年４月１日現在】１２名（部長除く） 

 

 

※「下水道施設維持管理業務」は民間業者へ委託しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設部長

上下水道課長

業務係 上水道係下水道係

３名 ５名 ３名

係名 職員数 事務分掌

業務係
５名

（会計年度任用

職員２名含む）

・業務の総合調整及び連絡推進に関すること

・条例及び規則に関すること

・予算、決算、出納及び会計事務に関すること

上水道係 ３名

・原水及び浄水に関する設計、施工及び維持管理に関すること

・水質管理に関すること

・配水及び給水に関する設計、施工及び維持管理に関すること

下水道係 ３名

・下水道事業の全体計画に関すること

・下水道施設の設計、施工及び維持管理に関すること

・水洗化普及促進に関すること
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（６）民間活力の導入状況 

本市下水道事業では、現在、「下水道関連施設維持管理業務」を民間業者に委託し、

経費節減と安定した市民サービスの提供に努めています。一方で、委託に伴う職員

数の減少により、職員の世代交代に伴う技術継承が困難となることが懸念されてい

ます。 

その他、民間活用（指定管理者制度、PPP・PFI）、資産活用（エネルギー利用・

土地・施設等利用）は現在ありませんが、実施について検討をしていきます。 

また、広域連携については、近隣自治体との施設共同利用について意見を交わす

など、経費削減につながる広域連携のあり方について検討を重ねています。 

 

（７）経営比較分析表等を活用した現状分析と経営戦略における目標・事後検証指標 

経営比較分析表とは、下水道事業の決算値を基に、事業毎に経営指標（経営の健

全性・効率性、老朽化の状況）を算出し、全国の類似団体の平均値と比較すること

で、本市の経営現状や課題を把握するものです。 

当該経営指標の中で、本市の課題として認識すべき指標について、１．経営の健

全性・効率性、２．施設・管渠老朽化の状況のそれぞれの観点について、分析した

ものは次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託先 テスコ株式会社 テスコ株式会社 テスコ株式会社

期間
平成２８年１０月

から
令和元年　９月

令和元年１０月
から

令和４年　９月

令和４年１０月
から

令和７年　９月

金額
（税抜）

１１０，０１６千円 １２５，１００千円 １４２，０２０千円

下水道関連施設
維持管理業務委託

-6-



１．経営の健全性・効率性

人口、世帯数（実績・予測）（単位：人・世帯）

有収水量（実績・予測）（単位：㎥）

使用料収入及び現預金残高（実績・予測）（単位：千円）

【分析】

・下水道使用料の推移は、下水道を使用

する人口及び世帯数によって影響を受け

るため、市内の人口・世帯数の推移は下

水道事業の収益性を分析するうえで重要

な指標となる。

・人口は減少傾向にあるものの、世帯数

が増加している。

※令和２年までは、人口・世帯数ともに

国勢調査の実績値。

※以後の予測推計は、本宮市第2次総合

計画上の推計値を採用した。なお、処理

区域内の人口推計は、前述の計画上の動

きと概ね連動すると推定した。

【分析】

・年度によって有収水量の増減はあるも

のの、令和２年度以降は、新型コロナウ

イルス感染症による経済活動の低迷等に

より、水道使用量が減少したため、相対

的に下水道への流入量も減少した。処理

区域内人口の減少や節水機器の普及など

により、減少の要因はあるものの、世帯

数の増加や経済活動の回復により、令和

５年度以降、緩やかな増加や横ばいで推

移する状況を見込んでいる。

【分析】

・処理区域内の人口減少や節水機器の普

及により減少要因はあるものの、世帯数

の増加や経済活動の回復により、使用料

収入は有収水量に比例して緩やかな増加

や横ばいで推移すると見込んでいる。

・令和元年度に地方公営企業法を適用し

た直後は、現金に乏しい状況であった

が、その後、決算ごとに基金を積み増し

している。今後も基金を積み増しし、当

面３億５千万円から４億円程度を目標額

と考えている。

31,367 31,489
30,924

30,236

29,428

28,543

9,044

9,526

10,030

10,571

11,135

11,730

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

27,000

27,500

28,000

28,500

29,000

29,500

30,000

30,500

31,000

31,500

32,000

H17 H22 H27 R2 R7 R12

本宮市の人口及び世帯数

人口 世帯数

1,410,780

1,392,930
1,399,158

1,383,244
1,387,515 1,390,629

1,300,000

1,320,000

1,340,000

1,360,000

1,380,000

1,400,000

1,420,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6

有収水量

240,058 232,999 233,522 230,859
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１．経営の健全性・効率性

①経常収支比率（単位：％）～経営の健全性～

平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記

②流動比率（単位：％）～負債の支払能力～

③企業債残高対事業規模比率（単位：％）～企業債残高の規模～

平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記当該値：　　　本宮市（青棒グラフ）

当該値：　　　本宮市（青棒グラフ）

当該値：　　　本宮市（青棒グラフ） 平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記

【参考：令和４年度全国平均】106.11

【分析】

・経常収支比率が他団体と比較して同等

の値となっている。法適化当初より単年

度収支が黒字であることを示す100％以

上となっている。

【目標・事後検証指標】100以上

・物価高騰の影響により維持管理経費の

上昇が想定されるが、使用料の徴収強化

及び経費削減により、引き続き100％以

上を目標とする。

【参考：令和４年度全国平均】73.44

【分析】

・流動比率が他団体と比較して高くなっ

ており、その要因としては、決算におい

て利益余剰金を基金に積み増ししたこと

が挙げられる。

【目標・事後検証指標】100以上

・単年度で20,000千円～30,000千円程

度の基金積み増しを継続することにより

流動資産の確保に努め、令和１３年度～

令和１４年度末で100％以上を目標とす

る。

【参考：令和４年度全国平均】652.82

【分析】

・企業債残高対事業規模比率が他団体と

比較して高くなっており、その要因とし

ては、営業収益が他団体と比較して多く

ないことが挙げられる。将来的には、企

業債残高の減少に伴い数値が低くなる見

通しである。

【目標・事後検証指標】―

・明確な数値基準はないため目標等は定

めないが、他団体との比較により正確な

現状把握に努め、計画的な企業債借入及

び償還により当該比率の逓減に努める。

R1 R2 R3 R4 R5

当該値 106.64 111.92 119.09 118.64 123.60

平均値 106.81 106.50 106.22 107.01 107.01
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当該値 63.47 77.28 77.52 81.41 91.55

平均値 68.17 55.60 59.40 68.27 68.27
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当該値 883.38 903.51 876.98 832.85 776.05

平均値 789.44 789.08 748.07 804.98 804.98
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※地方公営企業法の適用により企業会計へ移行した令和元年度以降の状況を示しています。
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１．経営の健全性・効率性

④経費回収率（単位：％）～経営の効率性～

平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記

⑤汚水処理原価（単位：円）～収益性～

平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記

⑥水洗化率（単位：％）～施設の効率性～

平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記

当該値：　　　本宮市（青棒グラフ）

当該値：　　　本宮市（青棒グラフ）

当該値：　　　本宮市（青棒グラフ）

【参考：令和４年度全国平均】95.82

【分析】

・水洗化率は他団体と比較して高くなっ

ており、その要因としては、公共下水道

整備を積極的に行い、水洗化率向上に取

り組んできたことが挙げられる。

【目標・事後検証指標】100

・水質保全及び使用料収入増を図るた

め、水洗化率向上に努める。

【参考：令和４年度全国平均】138.29

【分析】

・汚水処理原価が他団体と比較して低く

なっており、その要因としては、汚水処

理費の低減に取り組んできたことが挙げ

られる。

【目標・事後検証指標】―

・明確な数値基準はないため目標等は定

めないが、他団体との比較により正確な

現状把握に努める。

【参考：令和４年度全国平均】97.61

【分析】

・経費回収率が他団体と比較して高く

なっており、その要因としては、汚水処

理費の低減に取り組んできたことが挙げ

られる。

【目標・事後検証指標】100以上

・今後も経費節減に努めるとともに、経

費回収率は漸増傾向にあることから、推

移を注視する。

R1 R2 R3 R4 R5

当該値 77.28 86.91 100.00 103.13 107.01

平均値 87.29 88.25 90.15 88.71 88.71
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80.00

100.00

120.00

R1 R2 R3 R4 R5

当該値 220.18 192.46 166.90 161.83 156.46

平均値 176.67 176.37 173.14 174.80 174.80
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150.00

200.00

250.00

R1 R2 R3 R4 R5

当該値 97.88 98.00 98.10 98.17 98.20

平均値 90.42 90.72 91.07 90.67 90.67
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※地方公営企業法の適用により企業会計へ移行した令和元年度以降の状況を示しています。
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２．施設・管渠老朽化の状況

①有形固定資産減価償却率（単位：％）～施設老朽化状況～

平均値：　　　類似団体平均値（赤線）R05は未確定のため前年値で表記

【参考：令和４年度全国平均】39.74

【分析】

・有形固定資産減価償却率が他団体と

比較して低くなっており、その要因と

しては、本市は供用開始が昭和63年と

なっており、他団体と比較して管路が

新しいことが挙げられる。

（下水道管渠の耐用年数は50年程度）

【目標・事後検証指標】―

・明確な数値基準はないため目標等は

定めないが、他団体との比較により正

確な現状把握に努め、将来の施設改築

（更新・長寿命化）の判断に活用して

いく。

当該値：　　　本宮市（青棒グラフ）

R1 R2 R3 R4 R5

当該値 4.27 7.25 10.76 13.56 16.66

平均値 29.23 20.78 23.54 25.86 25.86
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25.00

30.00

35.00

※地方公営企業法の適用により企業会計へ移行した令和元年度以降の状況を示しています。
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３ 下水道事業の課題 

（１）下水道施設の老朽化に伴い、将来必要となる更新工事の財源確保 

平成２９年度に策定したストックマネジメント計画（毎年）に基づき、各事業の

精査を行いながら、効率的な整備に努めて参りました。一方、施設の老朽化に伴い、

今後の改築更新費用や維持管理費用を考慮すると、需要に見合うよう施設の最適化

を図っていく必要があり、確実な執行を実現させるためには、計画的な財源確保が

課題となります。 

（２）下水道施設の利用率の向上 

公共下水道が整備されても、各家庭等の汚水が下水道で処理されなければ、公衆

衛生の向上や公共用水域の水質保全という下水道の目的は達成されません。下水道

整備済区域内の未接続世帯に対しては、今後も接続勧奨を強化し接続率の向上に努

める必要があります。 

（３）その他の課題 

下水道施設維持管理業務等の民間業者への委託により、下水道係の業務は３名で

行われています。このことにより、民間活力導入の効果がみられたものの、今後の

大規模更新投資を迎えるにあたり、経験豊富な技術職員を確保する必要があります。 

 

４ 事業運営の基本方針 

持続可能な事業運営を進めるため、以下の事業運営方針を基に取り組みます。 

 

（１）下水道施設の適正管理 

本市の下水道事業は、「整備」から「維持管理」に移行しつつあります。今後は、

下水道施設の点検を定期的に行うことにより、的確な現状把握に努め、必要に応じ

て詳細調査（カメラ等）を実施し、事故を未然に防止します。 

また、下水道施設の適正管理については、延命化を目指す「ストックマネジメン

ト計画」に基づき進めています。 

（２）災害防止対策の実施 

災害時に市民生活に多大な影響をあたえないよう下水道機能を保持するため、下

水道施設の災害防止対策（耐震化・耐水化）を行い、常に下水道機能が確保できる

体制整備を進めます。 

（３）財政運営の強化 

地方公営企業会計における各種財務諸表を活用し、財政状況の的確な把握に努め、

経営の健全化を図ります。 

また、経営基盤の強化に取り組み、下水道使用料等の自主財源の確保及び計画的

な修繕等、維持管理費の抑制に努めます。 
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（４）人材の育成 

今後、施設の老朽化に伴い、多額の更新費用を要することから、事前に施設の耐

震化や管路の更新を着実に進めるとともに、日常の施設管理を適切に行い施設の長

寿命化を図ることが必要であり、このような専門分野に携わる技術職員の確保と公

営企業会計の適切な事務処理のための人材育成に努めます。 

（５）下水管渠を整備することが困難な地域への合併処理浄化槽設置推進 

現在、下水道が整備されていない地域等で「汲み取り」で処理している世帯に対

し、引き続き合併処理浄化槽設置を推進していきます。 

また、下水道整備計画区域のうち、まだ整備されていない区域においては、費用

対効果を考慮する中で、合併処理浄化槽による整備も選択肢に入れ、整備手法を検

討していきます。 

 

５ 投資・財政計画 

（１）投資・財政計画の策定にあたっての説明 

①投資についての説明 

令和５年度末時点での汚水処理人口普及率及び接続率は、下水道普及率５０．５％、

下水道接続率９８．２％、合併浄化槽も含めた汚水処理人口普及率８６．５％とな

っております。今後１０年間の投資の内容は、施設の長寿命化・更新工事に関わる

投資が主なものとなります。 

雨水幹線整備と並行して、下水道施設の長寿命化及び更新工事を進めていきます。 

今後、実施予定の主な事業は以下のとおりです。 

 

（単位：千円）

計画期間 事業名 概要 期間内事業費

R5.4

~

R13.3

万世・千代田地区雨水幹線整備事業

（補助）

国庫補助金を活用し、

①千代田排水区管渠整備

②上江堀水路改修

を行う。

448,800

R6.4

~

R16.3

下水道施設耐震化事業

（補助）

国庫補助金を活用し、

下水道施設耐震化

を行う。

584,000

R6.4

~

R16.3

下水道施設改築更新事業

（補助）

国庫補助金を活用し、

下水道施設改築更新

を行う。

378,000

R6、R11
下水道計画改定事業

（補助）

５年に1度の下水道計画改定

を行う。
20,000

R6.4

~

R16.3

汚水枝線・枡設置工事

（補助）（単独）

要望箇所の汚水枝線・枡設置工事

および更新工事を行う。
300,900

R7.4

~

R10.3

マンホールポンプ更新・修繕

（補助）

マンホールポンプの更新・修繕

を行う。
20,000

1,751,700合　　計
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②財源についての説明 

【収益的収入について】 

 主なものとして下水道使用料及び他会計補助金等があげられます。 

 使用料の推移については、有収水量と使用料単価（直近３か年実績平均）に、今

後の人口推計を加味し推計しています。人口は減少していく見込みですが、世帯数

が伸びている状況から、使用料は概ね横ばいで推移していく見込みです。 

 他会計補助金等については、総務省が定める繰出基準に基づく基準内繰入と、災

害復旧事業債の償還等に対する一般会計からの基準外繰入について推計しています。 

 収益的収支は、均衡を保っていますが、将来、収益的収入は年々減少していくこ

とは明らかであるため、さらなる民間活力の導入等を検討し、より効率的な経営を

目指していく必要があります。 

 また、将来の大規模更新工事費用等に充てる建設改良積立金等を確保していく必

要があります。 

【資本的収入について】 

 資本的支出に関わる財源については、国土交通省の「社会資本整備総合交付金事

業」による国庫補助金を事業費の２分の１程度見込んでいるほか、企業債の発行、

下水道受益者負担金による財源確保を見込んでいます。 

③投資以外の経費についての説明 

 人件費、事業費（動力費、修繕費、委託費等）については、令和５年度までの決

算を基にした過去の平均伸び率、見込み額を考慮し算出しています。現在、物価高

など先行き不透明な状況が続いています。市況を注視し、対応したいと考えていま

す。 

（２）投資・財政計画 

    本市下水道事業の事業別投資・財政計画に関する収益的収支、資本的収支の詳細

は別添「投資・財政計画」をご参照ください。 

なお、「投資・財政計画」において、①下水道使用料の見通し②一般会計繰入金の

見通し③企業債元利償還金及び企業債残高の見通し④建設改良費の見通し⑤経常損

益及び現預金残高の見通し等を記載しております。 

（３）投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

①将来の更新に係る財源確保について 

 本経営戦略の改定期間における更新費用は、下水道事業全体で約１７億５千万円

を予定しています。 

 引き続き、アセットマネジメントの手法による下水道資産の活用・効率化に取り

組み、将来の更新費用の財源確保に努めていく必要があります。 
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②下水道使用料について 

 別添「原価計算表」のとおり、現状及び計画期間内においては、経費回収率 

１００％超を維持できる見込みを立てましたが、物価高など先行きが不透明な状況

であることから、市況を注視し、使用料の適正化に努める方針としています。 

 一方で、１０年超の将来においては、更新投資が増加する見込みであるため、投

資の合理化及び経費削減を最大限図りつつ、下水道使用料の適正化についても引き

続き検討を行って参ります。 

③資金運用について 

 ７頁「使用料収入及び現預金残高」のとおり、今後、現預金残高が増加する見込

みです。流動比率が１００％に達していない状況であることから、当面は流動資産

の確保に努めます。 

 

６ 経営戦略の事後検証、更新等 

（１）進捗管理（モニタリング）や見直し（ローリング）について 

    経営戦略の推進にあたっては、目標の達成状況を定期的・定量的に検証・評価し、

実施手法の改善や計画の見直し等に反映させる進捗管理が必要です。 

    進捗管理は毎年度、計画、実施、検証及び評価、改善及び見直しの一連の流れ（PDCA

サイクル）により行います。 

    先に目標・事後検証指標として設定した８頁からの「１．経営の健全性・効率性」

及び「２．施設・管渠老朽化の状況」の事後検証指標の達成状況を検証及び評価し、

改善策の実施及び計画の見直しを行います。また、当該達成状況は決算で公表しま

す。 

    見直し（ローリング）は、概ね５年毎に実施することとし、その時点から１０年

間を計画期間とした経営戦略を策定することとします。 

    次の改定時期は令和１１年３月の予定です。しかし、経営戦略と実績の乖離が著

しい場合は、随時見直しすることとします。 

（２）投資・財政計画の更新等について 

    投資・財政計画の更新等にあたっては、事業別の「投資・財政計画」と実績の乖

離を検証するだけではなく、将来予測方法や「収支ギャップ」の解消に向けた取り

組み等についても検証します。 

また、本経営戦略の改定後において、新たな経営健全化や財源確保に係る取り組

みが具体化した場合などにおいても、内容精査後、経営戦略に追加します。 
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（３）経費回収率向上に向けたロードマップ及び業績目標 

    国土交通省「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進」（事務連絡

令和２年７月２２日）に基づき、経費回収率の向上に向けたロードマップを提示し

ます。客観的な指標に基づいて業績目標を設定し、決算で検証します。経営戦略や

使用料の改定を５年サイクルで確立させ、持続可能な事業経営を推進します。 

 

主たる業績目標である経費回収率は令和３～５年度決算において、すでに１０

０％を達成しております。昨今の社会情勢や物価高騰の影響から一時的な悪化が想

定されますが、計画期間令和１５年度の業績目標を１００％達成することとします。 

 

【収入増加のための具体的取組及び実施時期】 

水洗化率向上のため、昭和６３年の供用開始当初から水洗普及活動として、水洗

化の奨励について広報での周知や「下水道の日」に合わせた啓発活動を実施してき

ました。今後も、水洗普及活動及び啓発活動に継続して取組みます。 

経費回収率向上に関しては、平成２８年度から市の一般会計と協力している「定

住・宅地造成に関する奨励金」の周知・活用促進により、宅地造成の推進、人口減

少の低減、世帯数増の促進による下水道使用料の増収に引き続き取組みます。 

また、既設下水道管網に近接し、今後の企業誘致や宅地造成により、有収水量の

増加が見込まれる投資効果の高い区域を全体計画及び認可計画に新たに取り込んで、

下水道使用料の増収につなげていきます。 

R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15

経営戦略計画期間

（10年）

経営戦略改定

（5年毎）
◎ ◎ ◎

決算に基づく経費回収率

及び使用料単価検証期間

使用料検討期間

使用料改定 ◎ ◎

業績目標
R1

(実績)

R2

(実績)

R3

(実績)

R4

(実績)

R5

(実績)

R6

(見込)

R7

(見込)

R8

(見込)

R10
経営戦略改定

R15
経営戦略改定

経費回収率（％） 77.28 86.91 100.00 103.13 107.01 80以上 80以上 80以上 90以上 100以上

経常収支比率（％） 106.64 111.92 119.09 118.64 123.68 100以上 100以上 100以上 100以上 100以上

水洗化率（％） 97.88 98.00 98.10 98.17 98.20 98.20以上 98.20以上 98.20以上 98.20以上 98.20以上

使用料単価

（150円/㎥以上）
170.16 167.27 166.90 166.90 167.43 150以上 150以上 150以上 150以上 150以上
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【支出削減のための具体的取組及び実施時期】 

事業開始当初から広域的（３市２町）に阿武隈川上流流域下水道（県中処理区）

を形成し、処理場費の低減に取組んできました。また、平成元年から民間委託によ

る下水道関連施設維持管理費の低減に取組んできました。今後も継続的に広域化及

び民間活用について検討を進め、経費の削減に取り組みます。 

７ その他 

（１）その他の処理事業 

    その他、下水道計画区域外については、「合併処理浄化槽による水洗化」を促進し

ています。 

（２）下水道の広報活動 

    下水道事業の関心を高め、より理解を深めるための事業として、汚水のデザイン

マンホール（１種類）市内に設置しました。 

また、このマンホールのデザインを使用したマンホールカードを製作し、配布を

行っています。（裏表紙に掲載） 

 

８ まとめ 

  下水道事業の健全経営を持続していくためには、「将来更新投資の財源確保」「適切な

施設規模による投資の効率化」など、長期展望に立った事業経営に取り組む必要があり

ます。これまで、「農業集落排水事業の下水道事業への一本化」「民間委託推進による経

費削減」等に取り組んできました。 

  今後、企業や医療・福祉施設、集合住宅、戸建て住宅の建設増により、有収水量の伸

びが見込める要素もありますが、これから先「人口減少等による施設の縮減」「空き家・

空き施設の増加」が想定され、長期的に有収水量及び下水道使用水量の伸びを見込むの

が難しい状況です。 

  その一方で、今後増加が見込まれる「老朽化した下水道施設の更新」には多くの資金

需要が見込まれております。今後も資金残高の確保及び将来の負担軽減に取り組みなが

ら、各種経営指標を注視し、健全経営に努めて参ります。 
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供用開始年月日 昭 和 63 年 10 月 1 日

処理区域内人口 14,821人

計算期間 自 R6 年 4 月 至 R16 年 3 月

（10年間）

最近１箇年間の実績
（令和５年度決算見込み）

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

232,313 2,363,445 2,363,445

0 0 0

0 0 0

232,313 2,363,445 0 2,363,445

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円
0 0 0 0

5,616 54,550 31,820 22,730

0 0 0 0

0 0 0 0

1,217 20,000 0 20,000

84 1,010 300 710

6,917 75,560 32,120 43,440

給 料 等 0 0 0 0

7,993 99,510 60,000 39,510

2,505 27,810 9,900 17,910

0 0 0 0

0 0 0 0

49,130 539,057 362,180 176,877

1,171 11,155 9,941 1,214

60,799 677,532 442,021 235,511

給 料 等 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 等 11,224 131,433 67,358 64,075

85,223 896,250 896,250

226 2,386 2,386

14,336 176,396 90,402 85,994

111,009 1,206,465 157,760 1,048,705

35,531 302,943 130,319 172,624

398,111 4,336,155 3,515,718 820,437

129 15,000 5,000 10,000

433,771 4,654,098 3,651,037 1,003,061

612,496 6,613,655 4,282,938 2,330,717

6,312,284 4,087,773

0

2,330,717

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 1.01

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 (X)

原価計算表

収　入　の　部

項 目
金　　　　　　　　額

受 託 工 事 収 益

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目
金　　　　　　　　額

管
渠
費

人

件

費
給 料 等

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人

件

費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

処
理
場
費

人

件

費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

小 計

一
般
管
理
費

人

件

費

流域下水道管理運営費負担金

委 託 料

そ の 他

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

・令和４年度経費回収率100％
・現行の使用料で回収すべき汚水処理費（公費負担分を除く）は概ね賄えている状況である。
・本市の下水道事業は、昭和６３年度の供用開始から令和５年で３５年経過し、有形固定資産減価償却率は令和４年度決算で13.56％となっている。
　「資産維持費」の導入時期については、経費回収率、有形固定資産減価償却率及び大規模な更新事業の時期等の状況を踏まえ、検討していく。

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは、当分の間、その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、使用者負担の期間
的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正かつ効率的、効果的な中長期の改築
（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「下水道使用料算定の基本的考え方（2016年度版）」（公益社団法人日本下水道
協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載すること。

※福島県県中浄化センターにて処理するため、処理場費はなし。
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経常収益

経常費用

【指標の意味】

【分析の考え方】

流動資産

流動負債

【指標の意味】

【分析の考え方】

企業債現在高合計－一般会計負担額

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金

【指標の意味】

【分析の考え方】

下水道使用料

汚水処理費（公費負担分を除く）

【指標の意味】

経営指標の見方

料金収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。

当該指標については、明確な数値基準はないと考えられます。従って、経年比較や類似団体との

比較等により、自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となっているか、対外的

に説明できることが求められます。

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標であり、使用料水準等

を評価することが可能です。

企業債残高対事業規模比率（％）
×100

経常収支比率（％）
×100

流動比率（％）
×100

算出式

算出式

算出式

経常収支比率は、当該年度において、料金収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費

や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標です。

当該指標は、単年度の収支が黒字であることを示す１００％以上となっていることが必要です。

数値が１００％未満の場合、単年度の収支が赤字であることを示しているため、経営改善に向け

た取り組みが必要です。

短期的な債務に対する支払い能力を表す指標です。

当該指標は、１年以内に支払うべき債務に対して支払うことができる現金等がある状況を示しま

す。１００％以上であることが必要です。一般的に１００％を下回るということは、１年以内に

現金化できる資産で、１年以内に支払わなければならない負債を賄えておらず、支払能力を高め

るための経営改善を図っていく必要があります。

経費回収率（％）
×100

算出式
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【分析の考え方】

汚水処理費（公費負担分を除く）

年間有収水量

【指標の意味】

【分析の考え方】

現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口

【指標の意味】

【分析の考え方】

有形固定資産減価償却累計額

有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価

【指標の意味】

【分析の考え方】

当該指標については、明確な数値基準はないと考えられます。従って、経年比較や類似団体との

比較等により、自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となっているか、対外的

に説明できることが求められます。

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標で、資産の老朽

化度合を示しています。

当該指標については、明確な数値基準はないと考えられます。従って、経年比較や類似団体との

比較等により、自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となっているか、対外的

に説明できることが求められます。一般的には、数値が１００％に近いほど、保有資産が法定耐

用年数に近づいていることを示しており、将来の施設の改築（更新・長寿命化）等の必要性を推

測することができます。

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を表した指

標です。

当該指標については、公共用水域の水質保全や、使用料収入の増加等の観点から１００％となっ

ていることが望まれます。一般的に数値が１００％未満である場合には、汚水処理が適切に行わ

れておらず、水質保全の観点から問題が生じる可能性があることや、使用料収入の増加等を図る

ため、水洗化率向上の取組が必要です。

当該指標は、使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えている状況を示す１００％以上である

ことが必要です。数値が１００％を下回っている場合、汚水処理にかかる費用が使用料以外の収

入により賄われていることを意味するため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減が必

要です。

有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含め

た汚水処理に係るコストを表した指標です。

有形固定資産減価償却率（％）
×100

水洗化率（％）
×100

算出式

算出式

汚水処理原価（円）
×100

算出式
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用　　語
該当

ページ
解　　説

PFI 6

PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）とは、公共施

設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金とノウハウを

活用し、公共サービスの提供を民間主導で行うことで、効率的かつ

効果的な公共サービスの提供を図るという考え方。

PPP 6

PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ：公民連携）

とは、公的部門と民間部門が連携して公共サービスの提供を行うこ

と。PFIは、PPPの代表的な手法の一つ。

アセットマネジメ

ント
14

アセットマネジメントとは、「下水道」を資産として捉え、下水道

資産の状態を客観的に把握、評価し、中長期的な資産の状態を予測

するとともに、予算制約を考慮して下水道資産を計画的かつ、効果

的に管理する手法のことを指す。

合併処理浄化槽 2 し尿と生活雑排水を併せて処理する浄化槽のこと。

管渠 12
路面等に埋設した排水管をいう。マンホール、汚水ます及び雨水ま

す等の附属設備を持つ。

環境負荷 2 環境与えるマイナスの影響。

企業会計 1 公営企業会計に基づく複式簿記会計。

企業債 4

地方公営企業の施設の建設などに要する資金に充てるために発行す

る地方債のことであり、公的機関（国、地方公共団体金融機構）及

び民間機関（銀行等）が引受先となっている。

下水道受益者負担

金
13 下水道を利用できる環境となった方に負担していただく費用。

用語解説

【アルファベット表記】

【あ～お】

【か～こ】
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指定管理者制度 6

住民の福祉を増進する目的を持ってその利用に供するための施設で

ある公の施設について、民間事業者等に管理・運営を包括的に代行

させることができる制度。

資本的収支 13
施設の建設改良に関する投資的な収入と支出で、企業の将来の経営

活動の基礎となり、収益に結びついていく収支。

社会資本整備総合

交付金
13

国土交通省所管の地方公共団体向け個別補助金を一つの交付金に一

括したものであり、地方公共団体にとって自由度が高く、創意工夫

を生かせる総合的な交付金。

収益的収支 13
企業の経営活動によって発生するすべての収入と支出で、資本的収

支以外のもの。損益取引に基づく収支。

ストックマネジメ

ント
11

下水道事業の役割を踏まえ、持続可能な下水道事業の実現を目的

に、明確な目標を定め、膨大な施設の状況を客観的に把握、評価

し、長期的な施設の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ

効率的に維持管理する手法のことを指す。

ダウンサイジング 16
サイズ（規模）小さくすることを指す用語であり、組織やものなど

に対して用いられる。

地方公営企業会計 11
地方公共団体が経営する公営企業が、地方公営企業法の全部または

一部を適用する場合に採用する経理方式をいう。

独立採算制 4

地方公営企業は一般会計とは独立した立場で事業を行っていること

から、事業に要する経費を独自の収入（使用料）で賄うことをい

う。

法適

（一部適用）
1

地方公営企業法の規定を適用することを法適（法適用）という。ま

た、地方公営企業法の財務規定等のみを適用することを一部適用と

いう。

有収水量 4 下水道使用料の計算対象となった水量。

累進使用料制 4 使用料の増加に応じて使用料単価が高くなる料金体系。

【は～ほ】

【や～よ】

【ら～ろ】

【さ～そ】

【た～と】
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